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6日本における公共図書館と社会関係資本の関連性──公共図書館と読書のデータから読み解く
本稿では、公共図書館と社会関係資本との関連を検証した。具
























































や教育の状況がよく、人々が健康である傾向が見られると言われている。しかし個 が持つ社会関係資本は明らかに目に見えるものではないため、測定や把握をすることは難しい。これまでにも、図書館利用と社会関係資本の関連性を確認する試みは見ら るが、まだ議論の余地がある。図書館は資料や場を提供することで、文化や技術の発展に寄与し、生活の向上の一助となると考えられるが、その効果を貨幣価値に換算することは困難である。しか ながら、何らかの形で図書館の効果を示す 、非営利 えども経営上必要とされている。もし との関連が実証されれば、曖昧な図書館 価値の裏付けとなることが期待されよう。
本研究では、特に公共図書館に限定し、図書館が社会関係資本






















芦田は、 イタリアの二十州について、 「社会関係資本」と「読書」 、





社会関係資本との関連では、過去一年間に一冊以上の本を読んだ六歳以上の割合と社会 係資本指数の散布図を提示しており、強い正の相関関係が確認できる。図書館利用との関連では、過去一年間に図書館を一回以上利用した十一歳以上の割合と社会関係資本指数の相関が示され、外れ値 二州を除いて強い正の相関が確認された。図書館貸出の比率と社会関係資本の関連にお ては、該当する州で六歳以上の対象者 直近に読んだ本の入手方法 うち、図書館貸出の占める割合と社会関係資本指数の変数間で、正の相関関係が見られた。また、データから際立って図書館利用が活発であると見られるトレンティーノ・アルト・アディジェ州では、各自治県に付与さ た法的・財政的資源を活かし、より魅力的な図書館サービスを行うこと 、市民の魅力的な図書館サービスを実現しているという見解が記されて 。読書、図書館利用、貸出の比率を公共図書館側の変数として採用して 社会 資本との関連を確認したことは、非常に興味深い。相関 係は散布図で示されているが、さらに詳細な分析を行い統計 に有意であるかを検証することが課題となるだろう。
日本での公共図書館と社会関係資本に着目した研究事例は、あ






































関係資本を測定した時期と同時期の自治体の公共図書館の運営状況を測るのであれば、年度によって変動のある単年度予算や利用者の登録率等を独立変数として測定する方が、その時点の関係性をさらに正確に把握できるのではないだろうか。また、社会関係資本の指標として「信頼感」に関する指標を用いて検証しているが、そこで利用された内閣府調査では、 「つきあ ・交流」と「社会参加」の二つの要素も指標として用いられていた。これらは信頼感とは別 角度か 社会 資本を測 ものとも考えら 、それぞれを従属変数に設定した詳細な分析の余地がある。
これらの先行研究から、いくつかの課題をとらえることができ
よう。まずは、図書館側 変数に何を採用するか あ 。個人を対象とする場合 利用頻度 他、 目的、満足度等が考えられる。次に、社会関係資本の指標に何を用いるかである。稲葉の定義す 「信頼・規範・ネットワーク」が社会関係資本の要素であるなら、それぞれが何によって示されるのか明確 た後、測定可能な項目を設定することが必要となる。
Jhonson
が行ったよ





























































したものであり、日本では 〇一二年版で九回目の実施 なっている。日本 社会と人々の意識や行動の実態を把握することを主眼においている調査である。
前者のデータを用いる理由は、先行研究でもふれた小林の分析































（』より、 「人口千人当たり 数」 、 「人口千人当





















































一か月の読書冊数は、 「ほとんど読まない」 「一冊」 、 「二冊」 、 「三


































































（（）近所づきあいのある人数 人口（p ＜ 0.（）
（（）友人・知人との職場外でのつきあいの頻度 無し
（（）親戚とのつきあいの頻度 人口（p ＜ 0.0（）
（（）スポーツ・趣味・娯楽活動への参加状況 人口（p ＜ 0.0（）










（（（）寄付の状況 人口（p ＜ 0.0（）
（（（）社会参加指数 人口（p ＜ 0.0（）




県に規則性も見られない。都道府県ごとに図書館数の変遷や状況を把握する必要があるだろう 人口あたりの資料費については、プラスの効果となっているが、資料費の予算を多く確保することが、直接近所づきあいの程度に影響を与えるとは考え難い。これには、媒介変数が存在している可能性がある。このこ から、例え社会関係資本の「つきあい・交流」とい ような大まかな指標に対し、図書館の資料費予算がプラスの効果を与える結果が出たとしても、その具体的な内容が近所づきあ の程度のように、直接的な影響を与えるものではない可能性もあ ということが指摘できよう。つまり、その社会関係資本の指標が何によって生み出されたものなのか、細かな確認が必要となり、直接的な影響が考え難い場合は、他 媒介変数 影響 可能性を検討 なくてはならない。
次に、社会関係資本の「社会参加」の指標のうち、ボランティ




図書館数（人口千人当） － 0.（（（ *
資料費（人口千人当） 0.（（（ *
登録率 － 0.（0（
人口（千人） － 0.（（0 ***







人口（千人） － 0.（（（ ***
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読書をする人々の割合 社会関係資本指標の散布図が示されており、係数は提示されていな が、明らかに正の相関関係を確認することができた。しかし、今回の結果か は、日本では個人レベルにおいてもその傾向は見られるが、非常に弱いものであることが分かった。（
（）読書と近隣状況との関係
次に、このデータ内に、社会関係資本の指標のうち近隣の状況



































は、重回帰分析の結果、社会関係資本の指標のうち、つきあい・交流の指標となる「近所づきあいの程度」に対して、 「人口千人あたり図書館数」はマイナス 効果を、 「人口千人あたり資料費」はプラスの効果を与えることが分かった。さらに、社会参加の指標となる「ボランティア・ＮＰＯ・市民活動への参加」に対しては、 「人口千人あたり資料費」がプラ の 果を与えることが示された。各都道府県の「人口」は、いずれにもマイナスの効果が示されている。
注目できるのは、 「資料費」が与える影響である。現在、図書
館に対する予算をどこからどのように工面するのかは、各自治体によって異な ため、一意に各都道府県の「図書館予算全体」を
把握することは困難であり、今回の分析には「資料費」を代用している。しかし、この資料費が社会関係資本 対して、何らかのプラスの影響を与える可能性が示唆された。単純に資料費が多いと、近所づきあいの程度が高くなったり、ボランティア等への参加が盛んになったり というよう 事は考えにくい。もしあるとすれば、図書館に予算を割く自治体の政策や取り組み方に要因があるのかもしれない。もう少し媒介変数 可能性に着目し、社会関係資本 醸成のメカニズムを解明す よう モデルの検討が今後の課題となる。
㈡の「読書」と「社会関係資本」の関連については、日本にお





























揮し、地域における期待に応えうる充実した情報提供を実現していくためには、 公共図書館がハブとなって、 地域内の資料、 情報・知識、人、組織、及び資料の図書館相互貸借等による多種多様な情報資産を有機的に結合した「重層的なネットワーク」を形成していく必要がある。 （抜粋以上）
これは、図書館が情報資産を媒介として、人々の社会関係資本
形成へ寄与することへの期待ととらえることができるだろう。もし、まだ図書館がはっきりとした効果を果た ていないのであれば、今後どのような策を講じたらよいのか、検討 契機ともり得る。本稿の課題を念頭に、今後さらにこのテーマについて検討を深めていきたい。注・参考文献（
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